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経歴
• 農業開始=祖父母が平泉町で管理していたリンゴ等お手伝い

• 2011~2016/宮城県農業高等学校・大学校

• 2016~2017/JAEC/海外農業研修(アメリカ)

• 2017~2022/仙台ターミナルビル株式会社

• 2022~2024/公立大学法人 宮城大学(大白CP)

• 2024/04/01/協力隊活動開始(研修等/おひさま村農園)

• 2024/12/16/設立/FRUITURE WORKS合同会社

• 2025/01/01/園地契約(賃貸借~2027/12/31)

• 2026/05/30/憩いの畑園oLd開園(soft open)



活動報告/2024年
• 農作業/ブルーベリー、イチジク、サツマイモ、草刈り等

• 視察/リンゴジョイント栽培、ブルーベリー栽培管理など

• 研修/協力隊初任者研修、6次産業化人材育成研修会など

• 交流/町内外事業者(リンゴ、ナシ、シャインマスカット等)

• イベント参加/協力隊フェス、はじまるしぇ、仙山交流味祭

• 法人設立・園地契約手続き等の準備/12月

• 自社農園の開拓・園地整美/草刈り、機械作業(定植準備)等

• 定植/ブルーベリー約100樹、イチジク約200樹

• 事務経理/移住手続き、年間活動計画、事業(収支)計画等



活動報告/2025年
• 定植(&準備)/リンゴ約150樹、機械作業、施肥・土づくり等

• 自社農園整美/草刈り、休憩スペース確保に向けた準備など

• 地域活動参加(浅生原畑)/美化活動/側溝清掃、草刈り等

• 作業環境整美/機械購入、事業計画・予定調整等事務経理

• 町内外事業者交流/シャインマスカット、ナシ、いちご等

• イベント参加/ビジネス商談会、協力隊フェス、はじまるしぇ

• 視察・研修/リンゴ新規就農者・せんだい農業園芸センター等

• 収益力向上について思案/6次化商品開発準備、市場調査等

• 冬仕事/剪定(&講習会参加)、機械作業、リンゴブランド化等



活動予定/2026年度
• 2027年度以降(任期終了後)の準備/リンゴ主軸に収益性高める

• 自社農園の整美、休憩所確保、開園、対応、収穫・販売など

• イベント参加/来園者確保を目的、自社紹介など

• イベント開催/果樹研修(新規就農希望者と交流・確保と育成等)

• リンゴブランド商品の開発/ジュース、シロップ、贈答箱等

• SNSアカウント運用 /instagramフォロワー数300人獲得目標

• 新たな出荷先の確保/仙台駅周辺、仙台都市圏南東部エリア

• 事業内容整理/現金収支の安定化、雇用創出に向けた準備等



活動の終着点

収益力強化/リンゴ事業継承
①憩いの畑園oLd開園(soft open)

品目/リンゴ、イチジク、ブルーベリー、モモ、ミカン
品種/紅の夢、バナーネ、ユーリカ、月の香、山下紅早生等

成園化2030年/収穫総量約10t/grand open
②6次化商品の開発/地域資源PR
リンゴジュース、リンゴシロップ
③他、事業連携(契約)/安定収入

現在約5件/売上約1,000万円見込み



今後の展望
リンゴ(果樹)事業継承/地域資源を守りたい

〜まるごと観光・体験農園化計画〜
[町特産イチゴとは異なる時期に、果物が味わえる場所を
作り、一年通じて町に訪れる観光客を増やしたいです]

「多様なフルーツで満たされている山元町」
の魅力を後世に繋げたいと考えております。

新規就農希望者の確保/支援
①リンゴ園地継承(事業承継)

②遊休農地再生利活用(新植)

③事業連携(副業型スタイル)



これまでの整理
1,リンゴ事業継承/地域資源を守りたい
2,収益力の強化を図る/リンゴ事業継承
3,リンゴ(イチゴ)とは異なる品目の育成

安定収入を確保できる仕組み作り
&一年通じて観光客を呼び込む環境

2026/05/30/憩いの畑園oLd開園(soft open)
〜甘美なひとときを味わえる優美な果実園〜
来園料一万円/季節限定フルーツサービス等

「心和らぐ牧歌的雰囲気・空間提供」



新たな取り組み/現在

りんごシロップ



〜果実で満たされる自然豊かな山元町〜
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